
町
長
新
年
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
恙
な
く
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
な
か
で
、
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
先
行
き
に
つ
い
て
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

立
て
直
し
や
各
種
の
政
策
効
果
な
ど
を
背
景
に
景
気
の
持
ち
直
し
傾
向
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

合
併
以
来
、
早
い
も
の
で
７
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
私
は
就
任
当
初
か
ら
、
新
町
の
基
盤
づ
く
り
は
初
代

町
長
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
と
の
思
い
の
も
と
、
町
の
め
ざ
す
理
想
の
青
写
真
と
し
て
「
県
内
で
一
番
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
」「
誰
も
が
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
き
わ
め
て
高
い
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
を

提
唱
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
町
の
一
体
化
を
進
め
る
た
め
「
信
頼
と
合
意
」「
改
革
と
創
造
」
を
基
本
理
念
に
住
民
に
よ
る
住

民
本
位
の
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
予
算
を
「
選
択
と
集
中
」
で
重
点
配
分
し
、
町
民
と
協
働
で
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
も
重
点
施
策
と
し
て
定
住
対
策
・
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
・
農
林
業
振
興
対
策
・
保
健
医
療
福

祉
対
策
・
エ
コ
化
対
策
な
ど
を
中
心
に
、
新
た
な
「
創
造
」
施
策
に
「
迅
速
」・「
確
実
」・「
誠
実
」
の
Ｊ
・
Ｋ
・

Ｓ
ス
タ
イ
ル
で
、
町
と
町
民
が
共
に
手
を
携
え
て
切
磋
琢
磨
を
重
ね
、
共
に
繁
栄
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
各
位
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年　

元
旦

　

�

神
石
高
原
町
長　
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※現在減免中のみなさまへ
　減免対象期間は３月分までとなっています。引き続き減免を希望される場合は再度申請が必要とな
ります。
　現在減免中の世帯には，申請書を郵送しますので必要事項をご記入のうえ，役場本庁情報政策室ま
たは，各支所町民課へ３月５日（月）までにご提出ください。
　なお，提出期限に間に合わなかった場合は４月分からの減免になりません。また，審査の結果，減
免基準に該当しない場合は減免になりませんのでご了承ください。

ホームページ http://www.kagayakinet.ne.jp/

お問い合わせ先　情 　 報 　 政 　 策 　 室　☎0847-89-3352（町内電話 33-89-3352）
　　　　　　　　株式会社ケーブル・ジョイ　☎0847-45-0557〈府中〉
　　　　　　　　同 上 　 神 石 高 原 事 務 所　☎0847-89-0012〈油木〉

　神石高原かがやきネットで基本チャンネルプランスタンダード（地上デジタル放送と告知放送の
セット　月額1,575 円）を利用されている世帯については次の基準に該当する場合，月額利用料の
減免を受けることができます。

　上記に該当し減免を希望される場合は，申請が必要になります。申請書類は役場本庁情報政策室
または，各支所町民課へ置いてあります。

　日本には，すぐに食べられる調理済のファーストフードが溢れています。その便利さからついつ
いそんな物ばかり口にしてしまいがちです。季節によって，また年中行事において地元で採れる旬
の食材へ手間と愛情をかけて作り続けられてきた素朴であるけれど温かい「ふるさとの味」。そん
な少し前まで当たり前だった伝統の味が神石高原町でも今，忘れられつつあります。この味を風習

とともに絶やさず伝えていくこと。これは親から子への
「バトン」ではないでしょうか。「食」を通して世代の超
えた繋がりを持ちたいですね。

ふるさとの味を伝える食育ミニ知識

神石高原町食育推進ネットワーク協議会　地産地消部会

毎月19日は食育の日

神石高原
月額利用料の減免について

基　　　　　準 減　免　額

生活保護などの公的扶助を受けている世帯の場合 全額免除
障害者を含む世帯で，世帯全員が町民税非課税の場合

または
75歳以上のひとり世帯で，町民税が非課税の場合

525円免除

昨年10月に豊松で開催
された日本山村会議で
振る舞われた祭り料理
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